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Abstract： A purpose of this study is to make clear that the language that utilized the national language department 
textbook teaching materials is effective for "reinforcement of the thinking power"."The thinking power" associates with 
"the living power" deeply."The living power" is the power to live in future intense society of the change."The thinking 
power" gain positions to the base of "the living power"."The thinking power" is raised by "the fullness of the language 
activity" being enriched.Supporting the truth of "active learning" by "the fullness of the language activity""The Santa 
plan" which secures "reinforcement of the thinking power" has three characteristics.（1）The composition by the manual 
for the leader and the worksheet for the learner （2）It roughly divides a thinking power "to analyze" "classification" 
"logic" （3）The element with the thinking power to support a guide step in the elementary school
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１．時代を超える教育の本質「生きる力」

平成 20 年度以降の学習指導要領等の改訂のもとと
なった中央教育審議会答申（平成 20 年１月）では、「生
きる力」が「変化の激しいこれからの社会を生きるた
めの知・徳・体の『確かな学力』、『豊かな心』、『健や
かな体』のバランスのとれた力」であること、「確か
な学力」が「基礎・基本を確実に身に付け、自ら課題
を見付け、自ら学び、自ら主体的に判断し、行動し、
よりよく問題を解決する資質や能力」であること、「豊
かな心」が「自らを律しつつ、他人とともに協調し、
他人を思いやる心や感動する心などの豊かな人間性」

であること、「健やかな体」が「たくましく生きるた
めの健康や体力など」であるとされた。

教育目標としての知・徳・体を統合した「生きる力」
は、「変化の激しいこれからの社会を生きるため」の
力である。「生きる力」が求める能力は、知識基盤社
会のなかで今日的に育成すべき能力であり、断片化さ
れた知識や技能ではなく、意欲や態度などを含む人間
の全体的な能力である。知識は実生活や実社会で活用
されてはじめて意味をもつものと捉え、「何を知って
いるのか」から「何ができるのか」への能力観の転換
が図られている。
「生きる力」 は、 内閣府による「人間力」（2003）、
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厚生労働省による「就職基礎能力」（2004）、経済産業
省による「社会人基礎力」（2006）、文部科学省による

「学士力」（2008）など、さまざまな領域において示さ
れた人間育成の目標と軌を一にしつつ、近年になるほ
ど基礎学力や専門的な知識、技能だけではなく、より
汎用的な認知・社会的スキルが強調されている。

ま た、 第 ２ 期 教 育 振 興 基 本 計 画 の 審 議 経 過 報 告
（2012）では、「社会を生き技く力の養成」が「自立」「協
働」「創造」を軸とした生涯学習社会の基盤に位置づ
けられた。単なる経済社会的な変化への受け身の対応
ではなく、多様で「自立」した個人が「協働」するこ
とにより、新しい価値や社会の変化自体を「創造」す
ることが期待されている。変化の激しい社会であるか
らこそ、各自の人格を尊重し、異なる考えを認め合い、
生かし合って、民主的で文化的な国家を形成する主体
となることが、一層求められていると考えられる。

こうした動向は、学習指導要領の全面改訂を求める
中教審への諮問（「初等中等教育における教育課程の基
準等の在り方について」2014 年 11 月 20 日）において
提言された「アクティブ・ラーニング」（課題の発見
と解決に向けて主体的・協働的に学ぶ学習、以下ＡＬ）
の充実にも反映されている。
「生きる力」に関する一連の考え方は人間教育の根

源となる思想に通底する。〈我の世界〉と〈我々の世界〉
の統一的・調和的・発展的な人間教育がより一層求め
られる。「豊かな人間性」「伝統を踏まえ新たな文化を
創出する創造性」を育む教育の推進は、時代を超える
教育の本質である。

さらに、「変化の激しいこれからの社会を生きるた
め」の力である「生きる力」は、社会の変化がもたら
す課題に直面した時点で集められる情報や知識を入手
し、それを統合して新しい答えを創り出す力である。

アイデアや情報、知識の交換、共有、およびアイデ
アの深化や答えの再吟味のために、〈我の世界〉を生
きる個として、柔軟で合理的な思考力の発動が求めら
れる。同時に〈我々の世界〉を生きる個として、他者
と協働・協調できる力が必須となる。協調的・創造的
な問題解決のために、分野に関わらず学び続ける思考
力が基礎となり、直面するであろうさまざまな課題に
対して人との関わりの中で話し合い学び合って解決で
きる力が求められていく。人間教育学が蓄積してきた
知見は、新しい教育改革への視座を多面的・積極的に
明示することになる。

２．認知プロセスの妥当性と「思考力」との相関

新しい教育改革における教育課程は、従来の教科の
学習を基盤として、それを超えて獲得し得る「資質・
能力」を目標とし、その目標をより具体的に体系化
し、編成されることになる。このとき前述した「生き
る力」の根幹に位置付く思考力獲得の道筋を明確にし
ておくことが必須である。どのような思考力を獲得さ
せるかだけではなく、どのようなプロセスによって獲
得させるのかを同時に見極めていく必要がある。だか
らこそ、時代を貫く人間力の育成を目的に、学習過程
そのものにも人間教育的であることを求める人間教育
学の積極的な連関が求められる。

一方、教育学や教育方法学、特に北米を中心として
展開するカリキュラム構成論が目標とする資質・能力
では、知識を「知っている」だけではなく、それを現
実場面で「使える」かどうかに関わる認知プロセスの
重要性を示唆した。Anderson らによる「ブルーム・
タキソノミー」改訂版（2001）は、ブルーム・タキソノ
ミーをふまえて、知識（認識次元・「事実的知識」「概
念的知識」「手続的知識」「メタ認知的知識」）と認知（認
知過程次元・「記憶する」「理解する」「応用する」「分
析する」「評価する」「創造する」）からなるマトリッ
クスを提案した。

また、「内容に関する知識」（Knowledge）と「認知
スキル」（Skills）を独立とは見なさず、関連しながら
深化し統合されて深い理解（「原理と一般化」）を可能
にするとする「ウィギンズの知識の構造モデル」（2004）
や、知識に情意面を包含する「マルザーノの学習モデ
ル」（2007）なども出されている。こうした研究成果
は「変化の激しいこれからの社会を生きるため」の思
考力の育成やＡＬによる学習活動の工夫改善に必然的
に結びついている。

認知プロセスの妥当性については、具体的な実践事
例の蓄積による実現可能性や有効性に関する吟味検討
が不可欠である。そのために本論文では、ＡＬと「思
考力」の相関に着目している。ＡＬは、前述した「何
を知っているのか」から「何ができるのか」への能力
観の転換をふまえた学習モデル構築への促進である。

「思考力」は、認知プロセスと並進し、その獲得を保
障する役割を担う。「情報や知識の入手と統合」「情報
や知識の交換と共有」「アイデアの深化や答えの再吟
味」「他者との協働や協調」などは、どの状況や場面
においても「思考力」なしには成立し得ない。「思考力」
の目的的・効果的な習得・活用が、「変化の激しいこ
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れからの社会を生きるため」の力に直結する。

３．ＡＬと「言語活動の充実」

ＡＬの初出は、2012 年 8 月の中教審答申「新たな未
来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学
び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～」（質
的転換答申）である。主に大学教育で用いられてい
た「能動的学修」のことで、単に授業内容を学ぶだけ
でなく調査や討論、グループワークなどによる課題発
見・問題解決を通して、社会で通用する汎用的能力の
育成を視野に含む。

文部科学省が例示したＡＬの具体的な学習活動例で
ある「教室内でのグループ ･ ディスカッション ､ ディ
ベート、グループ ･ ワーク等」は手段・方策であり、
本質的な目的は「思考の活性化」である。実際にやっ
てみて考える、意見を出し合って考える、分かりやす
く情報をまとめ直すなどの多様な活動を通して、「よ
り深く分かる」ことや「よりうまくできるようになる」
ことを目ざす。そのための学習活動の活性化、アクティ
ブ化である。そこにＡＬの要があり、その質は「言語
活動の充実」と連動している。

さらに「思考の活性化」には基礎となる知識の獲得
とその深化を保障する学習過程が必要となる。そこで
は問題発見力や課題解決力、論理的思考力などが総動
員される。こうした力を直接的に応える教科として、
国語科には生きて働く「言葉の力」の育成がより一層
求められることになる。ＡＬと「言語活動の充実」は
両輪である。

ＡＬの質に直結するアイテムとしてのレポートやプ
レゼンテーションの作成、目的や評価意識等の明確な
討議やディスカッション、実効性の高い調べ学習や体
験学習などは、どのアイテムにおいても「話すこと・
聞くこと」「読むこと」「書くこと」の力である汎用性
に富む言語力、つまり「言葉の力」が総合的に求めら
れる。ＡＬの内実を支える「言語活動の充実」、その
実質となる言語力・思考力を鍛える国語教室の実現は
これまでにも増して重要となる。

また、ＡＬの具体的な言語活動となる「教室内での
グループ ･ ディスカッション ､ ディベート、グループ
･ ワーク等」に、学習者が「主体的」「能動的」に参
加し「協働的」に学ぶためには、「活用・探求的な学
習課題」の設定と、一連の学習活動における「ＰＤＣ
Ａサイクル」の明確化が肝要となる。とりわけ「学習
目標」（目あて）と「評価」（ふり返り）の連鎖・連結

が不可欠である。この点において、大学におけるＡＬ
という手法を、単に初等・中等教育で行えばよいとい
うことではない。学校で習得した知識・技能を実社会
や実生活で活用し、更に実践に生かせるような能力を
培う学習方法としてのＡＬであることに留意したい。
受け身ではなく「主体的」「能動的」に参加し「協働
的」に学ぶＡＬは、初等・中等教育から高等教育まで
を視野に入れつつ、「言語活動の充実」をより強く意
識した日々の小さな実践事実の積み上げよって達成さ
れる。

４．「思考力」の整理と編集

論理的に考え、その実質を明らかにすることは、想
念を思考化する作業である。このことについて外山滋
比古は、『思考の整理学』（外山滋比古、1986 年、 ち
くま文庫）において次のように述べている。

も の を 考 え る に は、I think と い う 考 え 方 と It 
seems to me という考え方の二つがあることになる。
��。たいていの思考ははじめから明確な姿をもっ
てあらわれるとは限らない。ぼんやり、断片的に、
はにかみながら顔をのぞかせる。それがとらえら
れ、ある程度はっきりした輪郭ができたところで、
It seems to me になる。

それに対して、I think の形を取る思考はすでに相
当はっきりした形を取っており、結末への見通しも
立っている。完結した思考の叙述である。It seems 
to me の形式は進行形、不定形の思考である。結論
ははっきりしていないことがすくなくない。
  
外山の指摘に添えば、明確な「自分の考え」に向

けて It seems to me の状態に働きかけ価値化する思考
が I think 本来の思考であり、その働きかけを強化し、
持続させ、推進する原動力が論理的な思考である、と
いうことになる。

そうした原動力になりうる思考力の要素を、松岡正
剛は「編集工学」の立場から「コミュニケーションの
充実と拡張に関する方法」として整理し、「六十四編
集技法」にまとめている（『知の編集術』、松岡正剛、
2000 年、講談社現代新書）。
「六十四編集技法」は、「知のエディターシップ」と

もいえる編集する側に立つ技法の一覧であり、情報
の組み合わせ方や並べ方に関する思考の総体である。

「六十四編集技法」全体は、「編纂」（単立した情報に内
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属する定義を一項目ごとに対応づける）と「編集」（つ
ながった情報がもつ意味の背景・含意・流れを広げる）
の二つのグループで構成されており、親コードが 30、
子コードがそれぞれ 2 ～ 6 になるように整理されてい
る。「編纂」には、「収集」「選択」「分類」などの 5 つ
の子コードが含まれている。「編集」は、「10. 情報群
を意味単位に分節して編集する」「12. 情報の多様性が
オーダーやルールを生むように編集する」「14. ある情
報が他の情報とどういう関係にあるかを重視して編集
する」「17. いったん編集された情報にさらに新たな情
報群をよびこんで編集する」「19. 情報に強調や変容が
おきやすいように編集する」といった親コードに、そ
れぞれ「要約」「凝縮」（親コード 10）、「列挙」「順番」

「規則」（親コード 12）、「比較」「連合」「共鳴」（親コー
ド 14）、「注釈」「引用」「例示」（親コード 17）、「強調」「変
容」（親コード 19）などの子コードが分類配置されて
いる。松岡が述べるように、「六十四編集技法」に取
り上げられている親コード、子コードには、「われわ
れの認識・思考・連想のしかたから記憶・再生・表現
のしかたにいたる大半の方法」が網羅されている。
『知の編集術』は、「六十四編集技法」に取り上げら

れている編集術を用いることによって、新聞の見出し
がどのようなつくられかたをしているのか、映画の編
集がどうなっているのか、四コマ漫画のどこが編集的
なのか、といった「編集稽古」を行う。日常生活にお
いて各自が無意識、無自覚に行っている編集という情
報変換、思考操作への気づきを深め、多様な情報が「わ
れわれにとって必要な情報」「知の情報」となるため
の視座を提起している。

５．「思考力」の要素とその系統化

21 世紀という知識基盤社会に必要な情報活用能力
に関する提案は、20 世紀末には外山、松岡のみならず、
多種多様な分野において多数行われており、教育、国
語科の世界も例外ではない。国語教育における論理的
な思考力の低下を危惧する指摘や懸念は、1900 年後
半から頻出している。

これからの時代を生きるためには、「自立した人間
として力強く生きていく総合的な力」（人間力）が必
要とされ、論理的な思考力、説明力、対話討論力、コ
ミュニケーションスキル、探求的意欲等の育成は喫緊
の課題となった。現行学習指導要領（平成 20 年）が国
語科に求めた、「言語力育成の中核を担う教科として、
生活や学習に必要な能力を身に付けるため、記録、報

告、解説、推薦などの言語活動を充実すること」「話
題や取材、交流などの指導事項を新たに定め、指導の
プロセスをより明確化すること」「課題（話題・課題・
読書課題等）を設定し学習計画を立てることから始ま
り、学習の過程を交流してふり返り、メタ認知するこ
と」といった言語活動の充実につながる一連の内容
は、思考力の強化に他ならない。思考力獲得に関する
内容と方法の結びつきの妥当性と明確性を「言語活動
の充実」が担保する。

こうした文脈の中で、思考力の育成に関する学習
指導の工夫改善は当然の流れとして位置付くことにな
り、思考力の要素に着目した説明文教材の指導に関す
る提案が数多く行われた。そこでは、論理的思考力の
系統化がはかられ、発達段階をふまえた思考力要素系
統表と実践プランなどの試案も作成された。こうした
成果に学ぶべき点は多い。

櫻本明美は、『説明的表現の授業－考えて書く力を
育てる－』（1995 年、明治図書）において「論理的思
考力の全体構造（試案）」を示し、「比較」「順序」「類別」

「理由づけ」「定義づけ」「推理」の 6 項目を思考力の
要素としている。

これら 6 項目の思考力の要素は、小学校の指導段階
に対応させることが可能である。つまり「比較」「順序」

（小学校低学年→中学年→高学年）、「類別」「理由づけ」
（小学校中学年→高学年）、「定義づけ」「推理」（小学
校高学年）という発達段階に対応し、具体的な単元開
発を支援する。また、思考力の要素については、6 項
目ではなく、10 項目にすることも行われていた。「比
較」「順序」「選択」「因果」（小学校低学年）、「分類」「評
価」「関係づけ」（小学校中学年）、「分析」「推論」「構
想」（小学校高学年）といった要素と指導系統の具体
化である。

井上尚美は、『思考力育成への方略』（1998 年、 明
治図書）において批判的に読むためのチェックリスト
を示した。

ａ　語の用法は明確であるか
　１　重要な語は定義されているか
　２　用語の意味は一貫しているか
　３　早まった一般化をしていないか（その語の

及ぶ範囲が限定されているか）
　４　比喩や類推は適切か
　５　語の感化的用法（色づけ）はないか
ｂ　証拠となる資料・事例は十分に整っているか
　６　証拠となる資料や事例は十分か
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　７　その事象を代表する典型例か
　８　隠された資料や証拠はないか
　９　反論の材料となるような、反対の立場から
　　の資料や証拠は考えられないか
　10　不適切な資料や証拠はないか
ｃ　論の進め方は正しいか
　11　根拠のない主張・結論はないか
　12　 隠 さ れ た 仮 定・ 前 提（理 由・ 原 因・ 条 件）

はないか 
　13　誤った（または悪用された）理由づけはな

いか

このリストについて井上は、「批判的な読み」とい
うだけではなく、論証的な文章を書く時にも役に立つ
リストであるとしている。「読むこと」領域に加えて「書
くこと」領域への広がりを想定している点において、
汎用的な思考力を包括するものとなっている。

小田迪夫は、『二十一世紀に生きる説明文学習－情
報を読み、活かす力を育む』（1996 年、東京書籍）に
おいて、説明的文章が育てようとしている論理的な思
考とはどのようなものかを表現に即して取り出し、次
のように項目化している。

（1）事象の時間的空間的順序性、秩序性をとらえ   
る思考

（2）対比的表現において差異性を見いだす思考
（3）並立、列挙の表現において、共通性や類似性

を見いだす思考
（4）事象と事由の関係をとらえる思考
（5）事象の推移や変化に発展性や法則性を見いだ

す思考（6）類化、分類によって差異性、共通性
を見いだす思考（7）帰納的に個別のそれぞれか
ら共通性を見いだす思考

（8）演鐸的に共通性をそれぞれの個別性に及ぼし
て認める思考

（9）原因と結果、前提と帰結の関係をとらえる思考                                      
（10）物事の成り立つ条件をとらえる思考
（11）類推によって物事を想定する思考
（12）仮定推理によって蓋然的に判断する思考
（13）仮説を立て、それを証明（論証、実証）する

思考
（14）物事の相関的な関係をとらえる思考

小田の示した 14 項目は、説明的文章に限定される
思考力ではなく、情報活用力として汎用性の高い思考

力になっているところに着目したい。さらに小田は、
これらの思考について、（1）～（4）は低学年から、（5）
～（9）は中学年から、（10）～（14）が高学年において
より強く求められる学年であると指摘している。思考
力と相応する学年の構造的な指摘は、ＡＬを支える思
考力を段階的に高める実践プランの作成において有効
な示唆となる。

６．ＡＬを支える言語力・思考力の育成

重要なことは、こうした思考力の要素が、説明文教
材の学習指導の工夫改善として行われた段階から、「各
教科に共通して援用可能なもの」「基礎・基本的な内
容となるもの」「評価規準として設定できるもの」と
いう段階へと移行していったことである。「知識・技
能の習得と思考力・判断力・表現力等の育成」という
国語科の目標に照らし合わせた変容であることに着目
したい。「思考力・判断力・表現力」が、それぞれ「場
面に応じた多様な情報を抽出し関連づけて考える力」

「情報の関連づけかたに関する妥当性を判断する力」
「思考・判断の結果に関する情報の表出とその交流に
よるより高度な情報を発信する力」であるとすれば、
その内実はすべて論理的な思考力に他ならない。つま
り思考力の育成は、説明文教材の取り扱いにとどまら
ないという自明、必然の流れである。

また、このことは、PISA 型読解力における思考力
と記述力の向上をめざす「自分の考え」の一層の重視
やＡＬを支える言語力・思考力の育成とも連動してい
る。現行の小学校国語教科書（東京書籍『新編新しい国
語』27 年度版）では、特に「論理的に思考、判断し
表現する力」「情報を活用する力」「生活に即した多様
な形式のテキストを読み解く力」の育成に重点を置く
編集を行っている。
「論理的に思考、判断し表現する力」では、学年段

階に応じて論理的な思考力に関わる「言葉の力」を、「比
較、順序」（１・２年）、「理由、類別、定義」（３・４年）、「推
論、評価」（５・６年）に整理して位置づけている。「情
報の把握」「情報の関係づけ」「情報の一般化・相対化」
といった思考力を発達段階に応じて獲得させている。
「情報を活用する力」では、情報を収集・吟味し、

表現に生かす言語活動を全ての領域に配置している。
特に５・６年では、「読むこと（説明文）」と「話すこ
と・聞くこと」を連携させた単元を設け、情報を活用
して課題を解決する過程が総合的に学べるようになっ
ている（５年「和の文化について調べよう」、６年「町
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の未来をえがこう」）。また調べ学習では、調べる内容
や目的に応じた資料の活用法や活用する際の留意点な
どを学ぶ教材も設定している。
「生活に即した多様な形式のテキストを読み解く

力」では、学習者にとって身近な保健だより、広告、
新聞記事や投書などをテキストとして取り上げてい
る。写真やイラスト、図表やグラフなどの「非連続テ
キスト」と文章とを相互に関連づけながら読み取るよ
うに指示されている。

こうした論理的な思考力を主とした「言葉の力」の
活用を、国語科以外の他教科や「総合的な学習の時
間」において促すために、巻末資料として３年社会科

「かわってきた人々のくらし」（地域の人々の昔のくら
しについて調査し、学習発表会を行う）、４年総合「身
の回りの環境を見つめよう」（身の回りの自然環境や
環境を守る取組について調査し、発表会を行う）、５
年理科「流れる水の働き」（流れる水の働きについて調
べ、川と人との関わりについてテーマを決めて話し合
う）、６年総合「子供議会を開こう」（身近な地域の町
作りについてグループ提案をもとに子供会議を行い、
自分たちが参画できる取組を決める）が提案されてい
る。

これらの学習を「見つける」「調べる」「まとめる」「伝
え合う」といった一連の学習活動の連続によって行う
ことによって、「言葉の力」の実生活への広がりと国
語学習の意義が実感できるようにしている。３年社会
科、５年理科の学習もそれぞれの教科の学習を契機に
しつつ、より総合的に展開することを促しており、「総
合的な学習の時間」と見なすことも可能である。これ
らの「言葉の力」を活用する一連の総合的な学習は、
ＡＬと類似している。ここに国語科におけるＡＬの可
能性が内包されており、ＡＬを支える言語力・思考力
の育成が急がれる。

７．論理的思考における抽象化と具体化

前述したように、東京書籍『新編新しい国語』27 年
度版では、具体と抽象、部分と全体を考えて正確に読
む単元、比較して表現形式をメタ認知する単元、情報
を関係づけて活用する単元、多面的な見方や考え方を
活用する単元など、思考力の育成を重視した説明文単
元をはじめとして「話すこと・聞くこと」「書くこと」
の単元でも思考力の育成を重視した教材が配当されて
いる。

寺井正憲は、言語活動で必要になる思考操作を取り

立てて学ぶミ二・レッスンプランとして『思考力を育
てるワークシート集・小学校編』（2014 年、東京書籍）
を編んでいる。そこで取り上げられている思考力の要
素は、「理由、分析、選択、推測、思考の大切さ、分
類、比較、順序 ｣（低学年）、「理由、分類、順序、図
解、分析、比較、原因・結果、反論 ｣（中学年）、「理由、
分析、比較、メタ認知、図解、推測、説得の論法、反論」（高
学年）である。国語科に限らず他教科等でも活用でき
る汎用性の高い思考力の要素、思考操作の方法、ＡＬ
を支える思考力・言語力が取り上げられていることに
注目したい。

低学年での「思考の大切さ」は，思考操作の方法と
ともにその価値を学ぶことによる積極的な学習態度の
発動が期待される。また，高学年での「メタ認知」は、
全国学力・学習状況調査の課題であるＢ問題（活用問
題）における言語活動や表現方法をメタ認知するとい
う思考操作への対応力の強化である。こうした一連の
論理的思考力を重視する流れは、前述したように、国
語科の目標を実現するために不可欠な思考力の強化と
連動しながら位置づいている。

一方、論理的な思考の価値化は、高次の抽象化への
昇華と連動する。具体的、個別的な情報を第一次情報
とすれば、第一次情報をふまえてより高度に抽象化さ
れた情報が第二次情報、メタ情報である。具体的、即
物的な思考・知識である第一次情報が、整理され、相
互に関連づけられることによって第二次情報が生成さ
れる。第二次情報がさらに整理され、抽象化を高め、
価値付けされることによって、普遍性の高い第三次情
報へと昇華される。「自分の考え」は、第三次情報で
ある。「メタ・メタ情報」ということもできる。整理・
統合・抽象化という「抽象のハシゴ」を登る情報操作
によって、第一次情報は第三次情報へと上昇してい
き、その価値を明確にする。

もちろん論理的な思考の方向は、「抽象のハシゴ」
を登るメタ化だけではない。第三次情報から第一次情
報へと「抽象のハシゴ」を降り、二次的、三次的情報
を一次的情報に還元する思考となる下降する思考、具
体化も必要である。上昇、下降の適切な運用が、論理
的な思考力を強化する。ただ、「抽象のハシゴ」を下
降する情報の具体化に比べて、「抽象のハシゴ」を上
昇するメタ思考は情報の質的変化が求められるので、
より意識的、積極的、自覚的な思考運用が必要となる。
その思考プロセスを、『思考力を育てるワークシート
集・小学校編』は効果的に支援する。
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８．思考力の系統的指導の具体化－「三田プラン」

思考力を獲得するためには、言語活動で扱う思考要
素と思考操作を明確にすることに加えて、その思考操
作の方法を効果的に使う場を設定することが重要とな
る。こうした考えを具体化するためのプランを積極的
に構想したい。その試案として、本論では、東京書籍

『新編新しい国語』27 年度版の教材と思考力の要素と
を組み合わせた「三田プラン」を提案したい。汎用的
なスキルの獲得は、領域に固有で豊富な具体的な学び
に支えられて初めて可能になる。教科書教材の発展的
な取り扱いとして立案された「三田プラン」は、論理
的な思考力の獲得を目ざし、抽象化する思考を強化す
る学習指導の工夫となる試案である。
「三田プラン」の全体像は、【資料①】のようになっ

ている。獲得させたい思考力を「比較」「順序」「理由」
「要約」「定義」「類別」「課題解決」「推論」「評価」の
７つの大項目によって〈分類〉している。それぞれの
分類項目には、「比べる力」「つながりを見つける力」

「テーマを読む力」「つながりを見つける力」「仮説を
立てる力」「分析する力」等の〈思考力〉の要素が組み
合わされている。それらの〈思考力〉の要素にふさわ
しい学習活動の工夫改善の柱となる〈観点〉を明確に
することによって、効果的な教科書教材の抽出を行
い、実践プランを構想する。〈観点〉が思考力の内実
と具体的な学習過程を繋ぐ役割を果たす。

【資料①】思考力・分類一覧表（「三田プラン」2015-07
月版）

【資料②】は、低学年の「いろいろなふね」（東書 1 年）
の実践プランである。「比較」「比べる力」を獲得させ
るために「観点ごとに比較する」学習活動を行う。

【資料②】「いろいろなふね」（東書 1 年）の実践プラ
ン

【児童用ワークシート】

【資料③】「テレビとの付き合い方」（東書６年）の実
践プラン



24

【児童用ワークシート】

【資料③】は、高学年の「テレビとの付き合い方」（東
書６年）の実践プランである。「評価」「分析する力」
を獲得させるために「多面的に考える」学習活動を行
う。
【資料②】【資料③】に示したように、各実践プラ

ンは、指導者への解説書となる部分と学習者が用いる
ワークシート部分によって構成されている。指導者へ
の解説部分では、実際の学習過程をＱ＆Ａスタイルに
よって記述するなどの工夫も行われている。
「三田プラン」では思考力を、「要素を分けるプロ

セス（分類）」「「因果を繋ぐプロセス（論理）」「使え
る情報に変換するプロセス（分析）」によって大別し、
それぞれを小学校の指導段階に対応させている。汎用
的能力をはぐくむ具体的なステップを明確化し、学年
の系統化を図っているところに特徴がある。

思考力に関する「三田プラン」の考え方は、国立教
育政策研究所の「21 世紀型能力」とも親和する。「21
世紀型能力」は、「生きる力」としての知・徳・体を
構成する資質・能力から、教科・領域横断的に学習す
ることが求められる能力を資質・能力として抽出し、
これまで日本の学校教育が培ってきた資質・能力を踏
まえつつ、それらを「基礎」「思考」「実践」の観点で
再構成した日本型資質・能力の枠組みである。「①思
考力」を中核とし、それを支える「②基礎力」と、使
い方を方向づける「③実践力」の三層を貫く学習の構
想が期待されている。「三田プラン」では思考力の〈要
素〉と具体的な展開プランをリンクさせることによっ
て、思考力の獲得を保障している。このことが結果と
して、「21 世紀型能力」の思考力とシンクロすること
になっている。

受け身でなく主体性を持って学ぶ力を育てること
の重要性の指摘を受け、自立した人格をもつ人間とし
て、他者と協働しながら、新しい価値を創造する力を
育成するための、「主体性・自律性に関わる力」「対人

関係能力」「課題解決力」「学びに向かう力」「情報活
用能力」「グローバル化に対応する力」「持続可能な社
会づくりに関わる実践力」などの中核に位置付く思考
力の育成に関する実践的な取組はさらに加速されるこ
とになる。
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